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論 文 内 容 の 要 旨
GM-CSFは造血前駆細胞に作用し,分化 ･増殖を促進するのみならず,成熟血球に作用しその機能を
修飾することが報告されている. 今回,GM-CSFはヒト好中球に遊走活性を示さないにもかかわらず,



































による random migrationはプラトー カープを示し,fMLPによるChemotaxisは釣り鐘型のカープを示
したoこの所見は ?andommigrationとChemotaxisが異なる運動であることを示唆したo細胞内情報伝
達系において,GM-CSF誘導の randommigrationには myosinlightchainkinase(MLCK)のみが関
与し,fMLP誘導の randommigrationやChemotaxisにはG蛋白質,proteintyrosinekinase(PTK)及
びMLCKの関与が確認された｡GM-CSFに誘導される02~産生とfMLP誘導の 02~産生に共通して
PTK,phosphatidylinosito13-kinase及びMLCKが関与することから,GM-CSF誘導の運動と02~産
坐では,細胞内情報伝達系が異なると考えられた｡
以上の研究は,GM-CSFの好中球に対する作用機序の解明に貢献し,炎症や造血の場におけるGM
-CSFの臨床応用に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月28日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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